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国
の
状
況
が
二
十
年
後
の
日
本
で
起
こ
ら
な
い
と
は
限

ら
な
い
。

ス
ポ
ン
ジ
化
す
る
都
市
と

朽
ち
果
て
る
イ
ン
フ
ラ

　

第
一
次
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
四
月
二
十
七
日
、
東

京
・
霞
が
関
で
会
見
に
臨
ん
だ
野
田
聖
子
総
務
相
は

「
若
者
を
吸
収
し
な
が
ら
老
い
て
い
く
東
京
圏
と
支
え

手
を
失
う
地
方
圏
」「
標
準
的
な
人
生
設
計
の
消
滅
に

よ
る
雇
用
・
教
育
の
機
能
不
全
」「
ス
ポ
ン
ジ
化
（
空
洞

化
）
す
る
都
市
と
朽
ち
果
て
る
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
三

つ
の
将
来
像
を
提
示
。「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば

内
政
上
の
危
機
と
な
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
可
及
的

速
や
か
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

三
つ
の
将
来
像
の
う
ち
、
野
田
総
務
相
が
表
現
し
た

「
ス
ポ
ン
ジ
化
す
る
都
市
と
朽
ち
果
て
る
イ
ン
フ
ラ
」
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
危
機
と
は
、
ま
ず
多
く
の
都
市

で
人
口
が
減
り
、
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
面
積
が

縮
小
し
な
が
ら
加
速
度
的
に
都
市
の
衰
退
を
招
く
。
更

に
ス
ポ
ン
ジ
化
の
進
行
で
治
安
悪
化
と
防
災
力
を
含
む

居
住
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
は
老
朽
化
が

進
み
、
行
政
の
更
新
投
資
は
増
加
。
東
京
圏
は
都
心
へ

の
長
時
間
通
勤
を
前
提
と
し
て
開
発
さ
れ
た
郊
外
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
ス
ポ
ン
ジ
化
と
都
心
居
住
が
加
速
し
、
過

度
な
集
中
が
首
都
直
下
地
震
発
災
時
の
リ
ス
ク
と
な
る
。

　

今
回
の
報
告
は
、
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

護
▽
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
、
公
共
交
通
▽
空
間
管
理
、

治
安
・
防
災
▽
労
働
・
産
業
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

│
の

五
つ
の
切
り
口
か
ら
自
治
体
の
将
来
を
予
測
す
る
。

　

こ
の
ま
ま
何
も
手
を
付
け
な
け
れ
ば
二
十
年
後
に
は
、

少
子
化
に
伴
う
小
中
学
校
の
統
廃
合
、
利
用
者
減
に
よ

る
上
下
水
道
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
上
昇
、
高
度
経
済

成
長
期
以
降
に
整
備
さ
れ
た
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

に
よ
る
更
新
コ
ス
ト
の
増
大
、
空
き
家
急
増
に
伴
う
都

市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
（
空
洞
化
）、
首
都
直
下
地
震
発
生
時

の
避
難
所
の
収
容
量
不
足
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
と
い
う
。

　

一
九
九
四
年
に
国
が
公
表
し
た
地
方
公
共
団
体
行
政

改
革
推
進
指
針
に
基
づ
き
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
推
進
し

た
自
治
体
の
職
員
数
は
、
二
〇
一
六
年
時
点
で
二
七
三 

万
人
と
一
九
九
四
年
の
三
二
八
万
人
か
ら
大
幅
に
減
少

し
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
を
支
え
る
技
術

系
職
員
の
数
も
「
一
〜
五
人
」
と
い
う
小
規
模
市
町
村

▽
人
口
三
十
万
人
以
上
の
都
市
で
職
住
近
接
の
Ｄ
Ｉ
Ｄ

（
人
口
集
積
地
区
）
の
維
持
▽
自
然
災
害
リ
ス
ク
減
少

と
治
安
悪
化
抑
制
を
目
的
に
、
生
活
機
能
が
近
隣
で
維

持
さ
れ
た
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
空
間
の
形
成
▽
人
口

減
に
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
の
削
減
と
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
活
用
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
点
検
の
省
力
化
や
管
理
の
効
率
化
▽
職
住
近
接
が

可
能
な
東
京
圏
域
の
構
築

│
の
四
点
を
挙
げ
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
分
野
に
限
ら
ず
、
他
の
四
つ
の
切
り
口
か

ら
も
課
題
と
対
応
策
を
示
し
て
い
る
が
、
総
論
と
し
て

二
〇
四
〇
年
頃
を
見
据
え
た
自
治
体
戦
略
の
「
今
後
の

方
向
性
」
を
記
述
。
各
市
町
村
が
行
政
の
す
べ
て
を
単

体
で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
フ
ル
セ
ッ
ト
主
義
」

の
考
え
方
を
廃
止
し
、
組
織
間
で
連
携
す
る
た
め
の
方

策
づ
く
り
、
都
道
府
県
・
市
町
村
の
政
治
の
二
層
制
の

柔
軟
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
な
ど
を
活
用
し

た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・
標
準
化
・
共
同
化
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。

未
来
に
向
け
た
建
設
的
な
議
論
を

　

二
十
年
後
に
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
深
刻
な
事
態

に
陥
る
と
い
う
研
究
会
の
報
告
に
対
し
て
、
社
説
で
取

り
上
げ
た
新
聞
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

大
方
の
論
調
は
自
治
体
の
枠
を
越
え
た
連
携
、
従
来

の
制
度
や
仕
組
み
の
大
幅
な
改
革
な
ど
を
明
記
し
た
点

を
評
価
し
つ
つ
も
、
具
体
的
な
対
応
策
の
肉
付
け
は
ま

が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
三
二
年
三
月
時
点
で
建
設
後
五
十
年

以
上
の
イ
ン
フ
ラ
の
占
め
る
割
合
（
内
閣
府
調
べ
）
は
、

道
路
橋
六
五
％
（
二
〇
一
二
年
三
月
時
点
一
六
％
）、
ト

ン
ネ
ル
四
七
％
（
一
八
％
、）、
河
川
管
理
施
設
（
水
門

な
ど
）
六
二
％
（
二
四
％
）、
下
水
道
管
き
ょ
二
三
％

（
二
％
）、
港
湾
岸
壁
五
六
％
（
七
％
）
と
急
増
し
、
今

後
四
十
年
で
一
年
間
に
必
要
と
さ
れ
る
更
新
費
用
（
総

務
省
調
べ
）
は
二
十
年
後
に
三
、二
三
五
億
円
（
一
一
一

団
体
の
二
〇
〇
五
年
〜
〇
九
年
の
平
均
額
）
か
ら
八
、

四
九
五
億
円
（
今
後
四
十
年
の
平
均
額
）
と
二
・
六
倍

に
な
る
と
予
測
す
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
更
新
対
応
は
予
算
不
足
と
人
材
不
足
の

両
面
か
ら
自
治
体
を
苦
し
め
る
大
き
な
要
因
と
な
る
可

能
性
が
高
い
。
か
つ
て
道
路
の
維
持
管
理
を
怠
り
、
落

橋
な
ど
の
大
事
故
が
相
次
ぎ
、「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」

と
呼
ば
れ
る
事
態
が
生
じ
た
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
米

だ
ま
だ
不
足
し
、
そ
の
実
現
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
み
て
い
る
。

　

人
々
の
快
適
な
暮
ら
し
を
各
地
で
支
え
る
役
割
の
一

つ
は
自
治
体
行
政
が
担
う
。
そ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
崩

壊
す
れ
ば
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
更
新
も
滞
り
、
安
全
も

担
保
さ
れ
な
い
。
日
本
の
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
報

告
だ
が
、
政
府
に
対
し
て
は
経
済
成
長
や
地
方
創
生
で

短
期
的
な
成
果
を
追
い
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
に

向
け
た
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
講
じ
る
べ

き
だ
と
す
る
論
調
も
多
い
。

　

こ
の
十
年
ほ
ど
の
間
に
地
方
自
治
体
で
は
効
率
的
な

行
政
経
営
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
白
書
」
を
作
成
す
る
な
ど
イ
ン
フ
ラ
も
含
め
た

公
共
施
設
の
有
効
活
用
を
検
討
す
る
動
き
が
目
立
っ
て

き
た
。
た
だ
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
に
対
す
る

維
持
管
理
・
更
新
コ
ス
ト
の
経
年
変
化
は
予
測
で
き
る

も
の
の
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
に
効
果
的
な
施
策

を
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
既
存
イ
ン
フ
ラ

の
問
題
を
一
つ
と
っ
て
も
、
総
務
省
だ
け
の
議
論
に
と

ど
め
ず
、
政
府
主
導
の
幅
広
い
議
論
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
は
避

け
ら
れ
な
い
事
実
で
も
あ
る
。
も
っ
と
肯
定
的
に
捉
え
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
経
済
や
暮
ら
し
方
を
描

こ
う
と
い
う
論
調
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

齢
者
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

生
産
年
齢
人
口
が
大
き
く
減
る
二
十
年
後
の
日

本
の
社
会
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
有
識
者
で
構
成

す
る
総
務
省
の
「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究

会
」（
座
長
・
清
家
篤
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
理
事
長
）
が
ま
と
め
た
報
告
書
が
今
、
各
所
で
話
題

を
集
め
て
い
る
。

　

研
究
会
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
が
最
も
深
刻
と
な

る
二
〇
四
〇
年
に
地
方
行
政
が
直
面
す
る
課
題
を
挙
げ
、

今
後
の
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
。
税
収
減
と

職
員
不
足
に
加
え
、
社
会
保
障
費
や
暮
ら
し
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
の
更
新
費
の
増
大
が
負
担
に
な
り
、
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
も
の
だ
。

二
〇
四
〇
年
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か

　

第
一
次
報
告
で
は
、
▽
子
育
て
・
教
育
▽
医
療
・
介

二
十
年
後
の
自
治
体
行
政
の
危
機
、ど
う
変
え
る

〜
総
務
省
有
識
者
研
究
会
の
報
告
か
ら
〜
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